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【課題の概要】 
血小板の産生過程には炎症性サイトカインによる巨核球細

胞膜の不安定化や流体せん断力が重要であるが、その詳細な

分子メカニズムは現在も不明である。 
本研究では、血小板産生に関連する様々な分子の機能を詳

細に解析し、血小板産生メカニズムの解明を試みる。また、

それらの成果に基づいて、効率的に人工血小板を製造するデ

バイスの開発を目指す。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
血小板産生の詳細な分子メカニズムや物理的刺激応答に関

する機序の解明は、高い学術的意義を有する。特に、巨核球

の脂質二重膜が乱流シグナルにより、どのように再構成され、

どのように切断されるのか、外部からの物理的刺激をどのよ

うにセンシングするのか、といった血小板造血の時空間的な

詳細なメカニズムが解明されることが期待される。 
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